
選
び
、
展
示
し
て
い
る
。
同
館
は
伝

統
的
に
主
要
所
蔵
品
の
貸
し
出
し

を
控
え
て
き
た
た
め
、
初
め
て
の

世
界
巡
回
展
だ
と
い
う
。
出
品
さ

れ
る
展
示
物
は
動
植
物
、
化
石
、
鉱

物
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
す
べ
て

英
国
外
初
の
公
開
だ
。 

本
展
は
「
せ
っ
か
く
な
ら
ば
自

然
史
の
流
れ
が
理
解
で
き
る
構
成

に
し
た
い
」
と
の
考
え
か
ら
、
工
夫

を
重
ね
な
が
ら
２
年
も
の
準
備
期

間
を
経
て
今
回
の
開
催
に
至
っ
た

  

体
育
学
芸
副
委
員
長
の
川
杉
慧

く
ん
（
３
Ｉ
）
は
「
紹
介
を
聞
く
だ

け
じ
ゃ
分
か
ら
な
い
の
で
、
体
験

や
見
学
を
し
て
積
極
的
に
行
動
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
新

入
生
歓
迎
会
を
締
め
く
く
っ
た
。 

  

気
に
な
っ
た
ら
部
活
体
験
へ 

 

新
入
生
歓
迎
会
の
後
、
１
年
生

に
感
想
を
聞
い
た
。
本
間
琴
梨
さ

ん
（
１
Ｋ
）
は
「
映
像
も
実
演
も
一

つ
一
つ
が
面
白
く
て
飽
き
ま
せ
ん

放
送
部
は
ラ
ジ
オ
形
式
で
活
動

を
紹
介
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
２

人
の
明
る
く
元
気
な
進
行
を
ベ
ー

ス
に
、
ゲ
ス
ト
役
の
放
送
部
と
共

に
話
に
緩
急
を
つ
け
て
放
送
部
に

関
す
る
質
問
を
答
え
て
い
く
。
目

で
は
な
く
耳
で
楽
し
ま
せ
る
、
放

送
部
ら
し
い
紹
介
だ
。 

 

個
性
豊
か
な
実
演
で
の
紹
介 

 

実
演
に
よ
る
ク
ラ
ブ
紹
介
で
は

１
年
生
を
圧
倒
さ
せ
る
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
、
ど
の
部
活
も
見
応
え
の

あ
る
内
容
と
な
っ
た
。 

フ
ッ
ト
サ
ル
部
は
、
部
員
が
園

児
、
メ
イ
ド
服
、
全
身
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
な
ど
の
コ
ス
プ
レ
を
し
て
、
パ

ス
や
シ
ュ
ー
ト
を
し
て
見
せ
た
。 

体
操
部
の
タ
ン
ブ
リ
ン
グ
で

は
、
去
年
は
や
っ
た
「
恋
」
な
ど
の

Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
合
わ
せ
て
倒
立
や
Ｙ
字

バ
ラ
ン
ス
を
全
員
で
揃
え
て
披
露

し
、
踏
切
板
を
使
っ
て
回
転
や
ひ

ね
り
な
ど
を
見
せ
た
。
大
技
が
決

ま
る
た
び
に
歓
声
や
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
、
立
ち
上
が
っ
て
演
技
に

見
と
れ
て
い
る
１
年
生
も
い
た
。 

（１） ２０１７年（平成２９年）４月１７日（月曜日） No. ２２４（RE） ２版 

・・・・・・・ 
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１
面 

錦
城
生
へ
の
第
一
歩
！
新
入
生
歓
迎
会 

 
 

 

「
大
英
自
然
史
博
物
館
展
」
報
道
内
覧
会 

２
面 

新
聞
委
員
会
で
錦
城
新
聞
が
で
き
る
ま
で 

 
 

 

新
聞
委
員
会 

新
し
い
仲
間
を
募
集
中
！ 

 
 

 

新
校
舎
７
階
奥
の
生
徒
会
室
で
待
っ
て
い
ま
す 

 

題字 井口 文章 

再刊 第２２４号 

印刷・発行 

 

 

むらさき草 

 

英
国
外
初
公
開
「
至
宝
」
の
数
々 

 

３
月
17
日
（
金
）
、
上
野
の
国
立

科
学
博
物
館
（
以
下
科
博
）
で
特
別

展
「
大
英
自
然
史
博
物
館
展
」
報
道

内
覧
会
が
開
か
れ
た
。
プ
ロ
の
報

道
陣
が
集
ま
る
中
、
川
越
東
・
都
立

西
と
本
校
編
集
部
、
計
３
校
の
高

校
生
新
聞
記
者
が
招
待
さ
れ
、
内

覧
会
に
参
加
し
た
。 

今
回
の
展
示
で
は
イ
ギ
リ
ス
の

大
英
自
然
史
博
物
館
が
誇
る
８
０

と
い
う
。 

 

若
者
に
「
本
物
」
を
見
て
ほ
し
い 

 

科
博
に
勤
め
る
研
究
者
で
あ
り

動
物
研
究
部
部
長
の
倉
持
利
明
さ

ん
は
、
科
学
史
の
発
展
に
大
き
く

弓
道
部
は
、
弓
道
の
基
本
で
あ

る
射
方
八
節
を
部
員
の
動
き
に
合

わ
せ
て
説
明
し
た
。
実
際
に
巻
藁

に
弓
を
射
る
実
演
を
す
る
と
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
い
た
。 

か
ら
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「
ハ
レ
ル
ヤ
」
の
合
唱
が
体
育
館

に
響
く
。
力
強
い
男
子
の
低
音
と
、

４
月
10
日
（
月
）、
第
一
体
育
館
で
新
入
生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。
13
の
委
員
会
と
40

の
部
活
・
同
好
会
が
個
性
豊
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
紹
介
し
た
。
１
年
生
諸
君
！
気
に

な
る
部
活
や
同
好
会
に
、
気
軽
に
見
学
に
行
っ
て
み
よ
う
。 

 
 

（
編
集
部
共
同
取
材
） 

４
月
12
日
（
水
）
、
７
時
30
分
～

８
時

10
分
の
登
下
校
時
間
に
陸

上
部
と
小
平
警
察
署
が
、
錦
城
付

近
の
交
差
点
で
交
通
安
全
運
動
を

行
っ
た
。
陸
上
部
は
今
活
動
が
３

回
目
の
参
加
と
な
る
。
部
員
は
黄

色
い
タ
ス
キ
を
つ
け
て
旗
を
持

ち
、
横
断
歩
道
の
前
で
歩
行
者
を

誘
導
し
た
。 

小
平
警
察
署
公
報
啓
発
係
の
伊

勢
純
子
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。 

こ
の
活
動
は
今
回
で
５
年
目
。

特
に
信
号
の
変
わ
り
目
が
事
故
に

遭
い
や
す
く
危
険
だ
そ
う
だ
。「
歩

吹奏楽部・息がピッタリの華やかなドリルステージで新入生を魅了する 

女
子
の
美
し
い
高
音
の
響
き
が
１

年
生
を
圧
倒
し
た
。 

 

映
像
で
の
活
動
紹
介 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
映

像
で
の
ク
ラ
ブ
・
委
員
会
紹
介
で

は
、
楽
し
げ
な
生
徒
会
の
紹
介
に

始
ま
り
、
ど
の
紹
介
映
像
も
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
発
表
で
、
１
年
生
は

魅
了
さ
れ
て
い
た(

新
聞
委
員
会

に
つ
い
て
は
２
面
を
参
照)

。 

特
に
毎
年
好
評
の
映
画
研
究
部

は
、
Ｃ
Ｇ
を
使
っ
た
ド
ラ
マ
作
品

の
紹
介
や
後
夜
祭
の
映
像
で
今
年

も
１
年
生
を
驚
か
せ
て
い
た
。 

新
入
生
は
昨
日
か
ら
宿
泊
研
修
。
慣
れ
な
い
電
車
通
学
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
大
変
だ
と
思
う
▼
電
車
と
い
え
ば
、
い
す
み
鉄

道
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
房
総
半
島
を
横
断
す
る
か
た
ち

で
千
葉
県
い
す
み
市
の
大
原
～
上
総
中
野
間
を
走
る
、
県
と
地

元
鉄
道
会
社
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
だ
。
一
両
編

成
の
小
さ
な
列
車
が
走
っ
て
い
る
ロ
ー
カ
ル
線
だ
が
、
現
在
年

間
39
万
人
が
利
用
す
る
人
気
の
鉄
道
だ
。
ポ
ス
タ
ー
の
コ
ピ

ー
は
「
こ
こ
に
は
『
何
も
な
い
』
が
あ
り
ま
す
」
▼
こ
の
鉄
道

は
前
身
の
国
鉄
時
代
か
ら
廃
線
の
危
機
で
、
三
セ
ク
移
行
後
も
大
赤
字

を
抱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
社
長
の
公
募
を
呼
び
掛
け
て
、
０
９
年
に
採

用
さ
れ
た
の
が
元
航
空
会
社
勤
務
の
鳥
越
亮
氏
だ
っ
た
▼
社
長
に
着

任
し
て
間
も
な
く
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駅
で
観
光
客
に
「
せ
っ

か
く
来
た
の
に
何
も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
怒
鳴
ら
れ
て
い
た
そ
う

だ
。
そ
れ
を
目
撃
し
た
社
長
は
、
豊
か
な
自
然
や
情
緒
が
一
番
の
魅
力

な
の
だ
か
ら
、
と
あ
え
て
「
こ
こ
に
は
『
何
も
な
い
』
が
あ
り
ま
す
」

の
コ
ピ
ー
で
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
。
こ
れ
が
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
で
反
響

を
呼
び
、
そ
の
年
の
大
型
連
休
に
は
こ
れ
ま
で
の
10
～
15
倍
の
客
が

押
し
寄
せ
た
そ
う
だ
（S

ankei B
iz w

eb 

２
０
１
５
・
２
・
26
配
信
記

事
よ
り
）
▼
他
に
も
、
運
転
士
を
目
指
し
た
ほ
ど
の
鉄
道
マ
ニ
ア
で
も

あ
っ
た
社
長
は
、「
ロ
ー
カ
ル
線
の
よ
さ
を
わ
か
る
人
に
来
て
ほ
し
い
」

と
現
役
と
し
て
は
最
も
旧
式
の
国
鉄
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
を
走
ら
せ
、

フ
ァ
ン
を
熱
狂
さ
せ
た
▼
発
想
の
転
換
で
、「
何
も
な
い
」
い
す
み
鉄
道

は
、
今
や
「
何
も
な
い
」
ロ
ー
カ
ル
線
の
聖
地
と
し
て
全
国
か
ら
フ
ァ

ン
が
集
ま
る
。
い
す
み
の
挑
戦
は
全
国
の
ロ
ー
カ
ル
線
・
鉄
道
業
界
に

新
し
い
風
を
吹
か
せ
て
い
る
よ
う
だ
▼
新
し
い
学
年
で
、
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
一
年
に
な
る
か
正
直
不
安
だ
。
勉
強
や
友
人
関
係
な
ど
の
悩
み
、

自
分
に
何
が
出
来
る
の
か
と
思
う
時
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
▼
そ
ん

な
時
は
、
い
す
み
を
見
習
っ
て
、
発
想
を
変
え
て
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て

い
こ
う
と
思
う
。
き
っ
と
新
た
な
視
点
が
見
つ
か
る
。 

 
 

（
橙
） 

 

体操部の息の合った演出に 

大勢の拍手が沸き起こる 

静かな空気に包まれる中、 

弓道部が見事に矢を射る 

  

大
迫
力
の
合
唱
で
歓
迎 

 

体
育
学
芸
委
員
長
の
小
筆
陸

太
く
ん
（
３
Ｂ
）
は
「
錦
城
は
勉

強
が
忙
し
い
け
れ
ど
、
部
活
に
入

れ
ば
最
高
の
仲
間
を
得
ら
れ
ま

す
」
と
部
活
の
魅
力
を
語
り
、
新
入

生
歓
迎
会
が
始
ま
っ
た
。 

恒
例
の
吹
奏
楽
部
、
室
内
楽
部

の
伴
奏
と
、
54
回
生
音
楽
ク
ラ
ス

貢
献
し
た
人
々
に
つ
い
て
説
明
し

て
く
れ
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト

率
い
る
英
国
の
南
極
探
検
隊
は
１

９
０
１
年
、
南
極
点
に
到
達
す
る

ま
で
丁
寧
に
植
物
の
化
石
採
集
を

し
た
が
、
彼
ら
は
帰
途
遭
難
し
た
。

遺
体
と
共
に
本
国
に
持
ち
帰
ら
れ

た
化
石
の
中
に
は
、
後
に
大
陸
移

動
説
を
証
明
す
る
重
要
な
手
助
け

と
な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
命
の

危
険
を
冒
し
て
も
な
お
彼
ら
は
収

集
に
情
熱
を
か
け
、
科
学
史
に
貢

献
し
た
。
倉
持
さ
ん
は
将
来
博
物

館
で
働
き
た
い
と
望
む
学
生
に
向

け
て
「
自
分
の
専
門
は
も
ち
ろ
ん
、

色
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
非
常

に
大
切
で
す
」
と
話
す
。 

本
企
画
展
の
総
合
監
修
者
で
あ

る
科
博
副
館
長
の
篠
田
謙
一
さ
ん

も
「
イ
ギ
リ
ス
は
伝
統
あ
る
科
学

の
国
。
そ
こ
で
発
展
し
て
き
た
も

の
を
支
え
、
多
く
の
学
説
を
証
明

し
て
き
た
『
本
物
』
の
品
の
数
々
を

特
に
若
い
人
に
は
し
っ
か
り
と
見

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。 

大
英
自
然
博
物
館
展
は
６
月

11
日(

日)

ま
で
開
催
さ
れ
る
。
科

博
は
２
年
生
の
校
外
学
習
の
見
学

場
所
の
一
つ
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
（
湊
） 

０
０
万
点
の
収
蔵
標
本
の
中
か

ら
、
世
界
的
に
も
貴
重
な
「
至
宝
」

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
３
７
０
点
を

過去の研究を支えた標本を 

ぜひ見てくださいと篠田副館長 

 

 

この特別展イチオシ！ 

１億年以上前の始祖鳥の化石 

 
火 

横断歩道で陸上部が生徒を誘導 

に
話
を
聞
く
と
「
勉
強
は
大
変
で

す
が
、
部
活
に
入
っ
た
方
が
時
間

の
使
い
方
な
ど
も
う
ま
く
な
る
な

ど
得
る
も
の
が
多
い
の
で
ぜ
ひ
入

っ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
新
入
生
に

部
活
動
の
入
部
を
強
く
勧
め
る
。 

 

錦
城
高
校
に
は
「
仮
入
部
」
は
な

い
の
で
、
気
軽
に
体
験
に
行
こ
う
。

入
る
部
活
を
決
め
た
ら
早
め
に
入

部
届
け
を
提
出
し
よ
う
。
３
年
間

の
錦
城
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
。 

で
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。 

「
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
り
た
い
と

先
輩
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ボ

ー
ル
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
」
と
手
に
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を

持
っ
て
い
た
古
賀
亮
作
く
ん
（
１

Ａ
）
は
「
中
学
よ
り
レ
ベ
ル
が
高
く

て
、
こ
れ
が
高
校
な
の
だ
な
、
と
驚

き
と
感
動
が
あ
り
ま
し
た
」
と
新

入
生
歓
迎
会
を
振
り
返
っ
た
。 

 

体
育
学
芸
委
員
長
の
小
筆
く
ん

選抜メンバーによる「ハレルヤ」
の合唱がオープニングを飾る 

行
者
だ
か
ら
と
言
っ
て
優
先
意
識

を
持
ち
す
ぎ
な
い
よ
う
に
」
と
錦

城
生
に
呼
び
掛
け
た
。 

交
差
点
で
青
信
号
の
と
き
に
、

右
折
車
と
接
触
す
る
こ
と
も
多
い

と
い
う
。
た
と
え
信
号
が
青
で
も

車
が
止
ま
っ
て
く
れ
る
か
確
認
す

る
よ
う
話
し
た
。 

伊
勢
さ
ん
は
「
信
号
は
必
ず
守

っ
て
ち
ゃ
ん
と
一
時
停
止
を
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
強
調

し
た
。 

「
ル
ー
ル
を
守
る
と
い
う
こ
と

は
自
分
を
守
る
こ
と
で
す
。
人
が

見
て
い
る
、
見
て
い
な
い
に
関
わ

ら
ず
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ

が
大
人
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
し
ね
」
。
こ
れ
か
ら
も

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
に
登
校
し

よ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
蓮
） 



（２） うぎｋｐ＠＠ｌ  

 

 

 

 

男
子
校
時
代(

２
１
７
号
～) 

 

錦
城
高
校
が
共
学
化
し
て
か
ら

20
年
経
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
男
子
校
だ
っ
た
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
を
決
心
。
元
錦
城
生
の
錦

城
教
員
や
外
部
の
方
に
取
材
を
し

た
。
共
学
化
し
て
変
わ
っ
た
こ
と

も
あ
る
一
方
、
校
風
な
ど
変
わ
ら

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
改
め
て
錦

城
の
良
さ
を
実
感
し
た
。(

鴇) 

 

○
今
回
は
現
在
も
続
い
て
い
る
連

載
企
画
や
最
近
の
特
集
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。
気
に
な
る
方

は
錦
城
高
校
Ｈ
Ｐ
で
過
去
の
紙
面

を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
！ 

 

企画で記事の内容が決まると、取材相手に連絡を取り、編集室や応接室な

ど校内の様々な場所、時には学校外でも取材をする。ある程度記事の方向性

を念頭に置いて質問を事前に用意しておくことも必要だが、臨機応変に対応

する力も問われる。記事担当・カメラ担当の二人一組になって取材をするこ

とが多い。取材メモやカメラ、腕章が活躍する。 

 

印刷を業者に任せず、自分たちで行っているのも特徴の

一つ。生徒会印刷室のプリンターで、編集委員が全校生徒・

教職員合わせて約２０００部印刷している。クラスの人数

分に新聞を分けて教室まで編集委員が届けに行く。 

 

 

取材を終えた記事や写真をパソコンに入れていく。文章作成ソフトで作った

テンプレート上にレイアウトをしていく作業だ。決まった文字数の記事を書い

たい写真の向きや大きさの調整を行う。大変な作業ではあるが、紙面が完成した

時の達成感は何にも代えがたい。校外向けに錦城高校 HP に掲載する PDF ファ

イルも作成している。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ(

２
１
８
号) 

 

錦
城
高
校
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
大
流
行
し
て
学
年
閉
鎖
ま
で
至

っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
保
健

室
の
先
生
や
錦
城
教
員
に
取
材
し

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

 

 

詳
し
く
知
れ
て
、
保
健
の
先
生
と

感
染
対
策
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と

は
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。(

緋) 
 

他
校
の
携
帯
事
情
（
２
２
２
号
） 
 

錦
城
高
校
で
携
帯
の
校
内
持
ち

込
み
活
動
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

受
け
、
他
校
50
校
の
携
帯
ル
ー
ル

に
つ
い
て
調
査
し
た
各
校
で
携
帯

持
ち
込
み
に
よ
る
問
題
が
起
き
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
錦
城
で
今

一
度
生
徒
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー
を

守
る
意
識
を
持
つ
必
要
性
を
感
じ

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
鴇) 

   

ペ
ッ
ト
の
部
屋(

53
号
～) 

 

錦
城
生
か
ら
取
材
を
頼
ま
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
連
載
企
画
に
な
っ

た
。
錦
城
新
聞
ら
し
く
生
徒
全
員

の
「
み
ん
な
で
作
る
」
を
実
現
で
き

た
企
画
だ
と
思
う
。 

 
 

(

篤) 
 

錦
城
文
芸(

１
７
８
号
～) 

 

勉
強
や
部
活
動
以
外
で
も
活
躍

し
て
い
る
錦
城
生
を
紹
介
す
る
企

画
。
校
内
だ
け
で
な
く
校
外
で
も

活
動
を
し
て
い
る
錦
城
生
の
姿
も

知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

（
蓮
） 

 

新校舎７階の生徒会室にて、編集会議を行う。次号で取り扱う記事の内容、

その担当者、レイアウト（記事、写真の配置）、発行予定日を決める。紙面づく

りの全責任を負う、重要な段階だ。 

新しい企画を考えるときは企画書を作る。企画をする目的・どうやって取材

をするのかなどを話し合い、どうすれば生徒に新聞を楽しんで読んでもらえる

か研究している。 

小
平
の
聖
火
リ
レ
ー
を
た
ど
る 

(

２
０
７
、
２
１
３
号) 

 

過
去
の
錦
城
新
聞
で
と
あ
る
錦

城
生
が
聖
火
リ
レ
ー
を
走
っ
た
こ

と
を
知
り
、
当
時
の
こ
と
を
調
査

し
た
。
実
際
の
リ
レ
ー
コ
ー
ス
を

歩
き
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
身
近
に 

感
じ
た
。
聖
火
リ
レ
ー
を
実
際

に
走
っ
た
１
回
生
黒
沢
さ
ん
、
森

田
さ
ん
、
２
回
生
鈴
木
治
夫
さ
ん

に
つ
い
て
調
査
を
続
け
た
い
の

で
、
何
か
情
報
が
あ
れ
ば
編
集
室

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

(

紅) 
 

(

鴇)

「
新
聞
委
員
会
編
集
部
は
、
現

在
は
２
年
生
11
人
、
３
年
生
５
人

で
月
に
２
号
、
行
事
の
際
に
作
る

速
報
版
も
含
め
る
と
年
間
約

30

号
発
行
し
て
い
ま
す
」 

(

緋)

「
新
聞
委
員
全
員
で
新
聞
を

作
る
わ
け
で
は
な
く
、
有
志
の
集

ま
り
で
あ
る
編
集
部
が
新
聞
を
作

っ
て
い
ま
す
」 

(

紅)

「
活
動
し
て
か
ら
一
年
た
っ

た
け
ど
、
ど
う
だ
っ
た
？
」 

(

碧)

「
『
む
ら
さ
き
草
』
を
書
く
の

が
大
変
だ
っ
た
な
あ
。
世
界
が
広

が
っ
た
よ
」 

(

天)

「
で
も
、
書
き
終
え
た
時
の
達

成
感
も
す
ご
い
よ
な
」 

(

橙)

「
や
り
が
い
も
あ
る
。
記
事
書

い
た
り
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
り
…
…

新
鮮
な
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
」 

(

灰)

「
普
通
に
高
校
に
通
っ
て
い

た
ら
新
聞
書
か
な
い
も
ん
」 

(

桜)

「
最
近
は
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
企
画
と
か
他
の
高
校

で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
取
材

も
で
き
る
よ
ね
」 

(

楝)

「
夏
休
み
に
あ
る
国
立
劇
場

の
取
材
も
１
日
中
で
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」 

(

橙)

「
優
秀
校
の
発
表
を
見
ら
れ

る
な
ん
て
貴
重
だ
よ
な
」 

(

藤)

「
『
こ
だ
い
ら
食
い
倒
れ
』
も

新
聞
委
員
会
は
、
行
事
や
部
活

の
大
会
な
ど
錦
城
生
の
活
躍
を
中

心
に
高
校
生
な
ら
で
は
の
発
想
・

レ
イ
ア
ウ
ト
で
新
聞
を
作
っ
て
お

り
、
企
画
・
取
材
・
編
集
・
発
行
・

配
布
の
す
べ
て
を
生
徒
の
手
で
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

都
内
各
校
の
新
聞
部
と
も
積
極

的
に
交
流
し
て
い
る
ほ
か
、「
文
化

部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
と
呼
ば
れ

る
高
等
学
校
文
化
連
盟
の
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭(
総
文
祭)

に

２
０
０
９
年
以
来
９
年
連
続
東
京

都
代
表
と
し
て
出
場
し
て
お
り
、

今
年
の
夏
も
「
み
や
ぎ
総
文
」
へ
の

参
加
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
共
同
通
信
社
を
通
じ
て
２

０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
む

け
た
「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
」
第
１
回
取
材
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
の
３
月
18
日

(

土)

か
ら
国
立
科
学
博
物
館
で
開

催
さ
れ
て
い
る
大
英
自
然
史
博
物

館
展
の
報
道
内
覧
会
の
取
材
も
行

い
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
よ
り
良
い
新
聞
作
り

を
目
指
し
て
、
日
々
健
闘
し
て
い

ま
す
。
活
動
を
通
し
て
新
し
い
知

識
や
自
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
高
校
生
新
聞
記
者

と
し
て
貴
重
な
体
験
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？ 

 

 

取
材 

企
画 

印
刷
配
布 

 

編
集 

『食い倒れ』で紹介したル•パ

ティシエ•クニヒロのプリン 
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・・・・・・・ 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

▽
４
月
２
日(

日) 
 

第

13
回
江
戸
川
区
春
季
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
大
会 

女
子
の
部 

優
勝 

最
優
秀
選
手
賞 

 

森
岡
杏
実(

３
Ｈ) 

 女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

▽
４
月
２
日
（
日
） 

 

小
平
市
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 

優
勝 

４
月
13
日 

体
育
学
芸
委
員
会 

 
 

 
 

 

ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ
ツ
係 

４
月
14
日 

Ｈ
Ｒ
委
員
会 

錦
城
祭
実
行
委
員
会 

 

中
央
委
員
会
常
時
活
動
中 

 

美
味
し
い
も
の
食
べ
ら
れ
る
し
、

好
き
だ
な
あ
～
」 

(

楝)

「
少
し
は
文
章
能
力
が
上
が

っ
た
気
が
す
る
！
」 

(

灰)

「
な
ん
だ
か
ん
だ
、
部
活
と
も

両
立
で
き
る
し
ね
」 

 (

天)

「
そ
れ
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

環
境
で
、
す
ご
し
や
す
い
！
」 

(

桜)

「
先
輩
や
同
級
生
と
仲
良
く

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
」 

(

紅)

「
記
事
で
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
や
見
出
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
聞

き
や
す
い
か
ら
な
」 

(

藤)

「
た
ま
に
ふ
ざ
け
る
け
ど
、
メ

リ
ハ
リ
つ
け
て
活
動
で
き
て
い
る

か
ら
ね
～
」 

(

碧)

「
時
間
に
ル
ー
ズ
に
な
り
が

ち
だ
け
ど(

チ
ラ
ッ)

」 

(

湊
・
鴇
・
緋)

「(

目
そ
ら
し)

」 

◇
◇
◇ 

(

湊)

「
個
性
的
な
メ
ン
バ
ー
で
、
仲

良
く
新
聞
を
作
っ
て
い
ま
す
」 

(

鴇)

「
文
章
書
く
の
が
苦
手
で
も

大
丈
夫
！
カ
メ
ラ
や
記
事
を
や
っ

て
み
た
い
人
も
是
非
ど
う
ぞ
」 

(

緋)

「
興
味
が
あ
る
な
ら
新
校
舎

７
階
生
徒
会
室
へ
」 

(

全
員)

「
待
っ
て
い
ま
ー
す
！
」 

 

○
台
詞
の
上
に
あ
る
文
字
は
編
集

部
員
一
人
ひ
と
り
の
署
名
で
す
。 

 ４
．
８
～
４
．
１
６

 

取材をする際に用いる道具 

 新聞の大会ってどうなっているの？とよく聞かれますが、実は過去一

年分の紙面を提出して審査をしてもらっています。提出後日に通知が

届き、それで結果を知ることになります。 

全国大会への切符を手に入れられるのは各都道府県の代表に選ば

れた上位入賞校のみ（今年の都代表は３校）。ちなみに、錦城高校は９

年連続で全国大会へ出場しています！             （漫画：緋） 

小
平
食
い
倒
れ(

１
９
０
号
～) 

 

錦
城
高
校
が
あ
る
小
平
の
魅
力

を
錦
城
生
に
知
っ
て
ほ
し
か
っ

た
。
そ
の
お
店
の
様
々
な
工
夫
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
飲
食
店

へ
の
取
材
が
新
鮮
な
体
験
と
な
っ

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
菫) 

津田塾大学近くの上水本町交差

点付近をスタートに江戸東京た

てもの園入り口前でゴール 
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